
Ａ 試合会場レポート 試合番号 121 開催日 2024/12/15
令和6年度 天皇杯・皇后杯 全日本バレーボール選手権大会 男子 会場： Asueアリーナ大阪

観客数： 2,629 開始時間： 12:00 終了時間： 13:29 試合時間： 01:29 主審： 林　淳一 副審： 原　啓之
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( 柏田 ) ( ) ( 水町 ) ( )

　非常に良い週末でした。うまく３
日間を通してチームコントロールを
することができました。多くの選手
を使うこともでき、チーム全体でよ
いプレーをすることができました。
　特に準々決勝と、準決勝のパフォ
ーマンスは素晴らしかったと思いま
す。この結果に浮かれることなく、
もっとチームを押し上げていく必要
はありますが、この先のチームの成
長が楽しみです。来週の決勝戦に進
むことができ嬉しく思います。
　こういう機会を通してチームもよ
り成長できると思います。選手もス
タッフもこのようなチャレンジに全
力で取り組むことが重要なので、引
き続き気を引き締めてがんばってい
きます。たくさんの応援ありがとう
ございました。

髙橋（藍） アライン ニミル 深津 　令和６年度天皇杯、皇后杯全日本
選手権大会が、ここ大阪の地で開催
されること、おめでとうございます
。
　日々、選手たちは小さな目標をク
リアしながら決して終わることのな
い努力を重ね戦ってきました。
　そのような選手たち、支えるスタ
ッフと共に仕事ができることを本当
に嬉し思います。また、試合会場へ
お越しいただいたウルフドッグスフ
ァミリーの皆さま、配信を通じて声
援を送っていただいた皆様の熱い声
援のおかげで、戦いぬくことができ
ました。
　今まで、不可能と思うことをチー
ム全員で、可能にしてきました。今
日という１日を忘れずに、チーム一
丸となって成長し続けます。
　大切な次の試合に向けて、良い準
備をしていきます。又、お会いでき
ることを楽しみにしております。
　Let's Take a Step Ahead!
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＜要約レポート＞
　男子準決勝第１試合はサントリーサンバーズ大阪とウルフドッグス名古屋が対戦した。
　第１セット、サントリーは大宅のサーブでWD名古屋のレシーブを崩し、ムセルスキーのアタックなどでリードを奪うと、そのままこのセット
を取った。
　第２セットはWD名古屋がウルナウトのアタックや深津のサービスエースなどで先行した。一方サントリーは大宅のブロックや高橋(藍)のバッ
クアタックなどで逆転すると、鬼木やムセルスキーのブロックや高橋(藍)のサービスエースなどでリードを広げ、セットを連取した。
　迎えた第３セット、WD名古屋は二ミルやウルナウトのアタックで、サントリーは小野寺やムセルスキーのアタックで得点を重ねた。サントリ
ーは高橋（藍）のアタックや小野寺のブロックでリードを奪い、そのリードを守り切って勝利し、次週の決勝戦に駒を進めた。

作成者： 山口　岳夫

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


